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※事務局記入欄 

№ B-13 

【様式２】 

研修成果の活用レポート ※「NITS大賞」にエントリーされる場合は＜award@ml.nits.go.jp＞宛てメールにて、ご応募ください。 

所属名・氏名・修了した研修名 
 

会津坂下町立坂下中学校 塚原直樹 
平成３０年度第２回次世代リーダー育成研修 

 

応募部門名 
 

働き方改革実践部門 

活動名： 
 

 多忙化解消の推進 ～Winbird の活用を通して～ 
 

解決すべき課題：  

 働き方改革と言われているが、諸団体からのアンケート依頼や担任の業務など、学校が抱える事務量は一向
に減らない。限られた時間の中で事務を効率よくこなすことが課題である。また、事務の効率化を図ることで生
徒と向き合う時間や教材研究の時間の増加につながり、生徒の学力向上にも結びつく。 

目標・方針：  

 校務支援ソフト（Winbird）の活用を図り、電子化を進めることにより多忙化解消を推進する。また、生み
出した時間を活用して校内研修を充実させ、付箋を活用したワークショップ（ＫＪ法）を学校に根付かせる。 

活動内容：  

 多忙化解消の取り組み 
① 校務支援ソフト（Ｗｉｎｂｉｒｄ）の活用 
・教師の出退勤簿の電子化 
・生徒の出席簿の電子化 
・職員会議の電子化（ペーパーレス） 
・生徒指導の記録の改善 
 

② 通知票の電子化 
  
③ 各種アンケートの集計方法の改善 

活動の成果：  

・ 電子化を推進することで、事務時間の大幅な短縮を実現できた。 
・ 担任の仕事を副担任も分担できるようになり、職員１人１人の負担を軽減できた。 
・ 生徒指導の記録を職員なら誰でも閲覧できるようになり、情報共有しやすくなった。 
・ 生み出した時間で生徒と向き合う時間や教材研究に取り組む時間が増えた。また、ワークショップ型の

校内研修や行事反省を行う機会を設けることができた。 
・ 労働時間の累計が簡単に表示されるので、勤務時間の使い方やライフ・ワークバランスを意識することに

つながった。 
・ 他にも効率化できる業務がないか、職印全体で視点の改善が図られつつある。当事者意識も高まり、

職員全体で学校の実態に即したカリキュラム・マネジメントを見直すきっかけになった。 
 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 

  ① ほとんどメール機能しか活用していなかった校務支援ソフトを最大限に利用。 
  ② 通知表ソフトは自作したもので、要録ソフトの入力フォームと合わせてあるため、コピペするだけで要録・

調査書のほとんどを作成できる。 
  ③ 電子機器の扱いに慣れている若い職員の活躍の場が増加した。 
 

                       

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 教師の出退勤簿 

 
 

ＰＣ起動で表示 
 
 
 
 
 
 

 
出退勤時間が巡視簿に反映
される。 

② 生徒の出席簿 

 
 
 
 
 
 

 
 
     欠席生徒の欠席理由

をクリックするだけ 
 
 
 
 
 

 
月末統計時、出席簿に出力 

③ 通知表の電子化 

 

 
 

 

 
通知票は要録・調査書ともリンク
しているので、要録・調査書作成
の時間を大幅に削減。 

④ 職員会議の電子化 
（ペーパーレス） 

     

 
フリーソフト『pdf_as』を利用す
ることで、複数の PDF データを
１つのデータにまとめられる。 

⑤ 生徒指導 情報を共有 

 
その日の欠席状況を全職員が把
握できる。また、生徒指導の記録
が更新されれば通知される。 

⑥ SQS を活用したアンケート集計 

  

 

 

マークシートを作成し、実
施した用紙をスキャナで
読み取る。 
そのＰＤＦデータをソフト
に読み込ませると、集計
表とグラフが作成される。 

多忙化解消の取り組みにより、生み出し
た時間を有効活用して校内研修の充実
を図る。  
⇒付箋を活用したＫＪ法を根付かせる。 
 
 


